
 

 

秋 桜 高等学校 

校長 西村重樹 

 

令和２年度 秋桜高等学校 学校評価 
 

１ 中期的目標 

１ 生徒一人ひとりとしっかり話し合い、各人の目標に応じた学習計画に従って指導する。 

（１）各人の目標に応じた学習計画に基づいて指導するために、各生徒に自らの興味や関心について意識させ、それぞれの目標を見定める機会を持つ。 

（２）目標に応じた学習計画を立てるための助言を行い、学習の動機付けや指導の指針とする。 

   

２ 基本的生活習慣の確立を図り、学校生活が心地よく過ごせるよう、全教職員で取り組む。 

（１）各行事における生徒と教職員、生徒同士の交流が貴重な機会という意識を持って臨む。 

（２）基本的生活習慣の確立を図るにあたって、計画的なレポート作成や授業受講および特別活動への参加等についての相談に応じる。 

（３）特別活動などを通じて人間関係形成の機会とし、家庭を含む生活習慣に関しても助言する。 

（４）学校生活が心地よく過ごせるような配慮として、交流に際しては、各生徒が心を開きやすく楽しい会話ができるような雰囲気を重視する。 

（５）校舎や教室の美化に務め、落ち着いた学習環境と交流の場を提供することに留意する。 

（６）生徒一人ひとりとしっかり話し合うために、生徒との面談や保護者を交えた懇談および授業を含む日常の学校生活の中での交流を行う。 

（７）いじめや暴力のない学校づくり、学習指導・教科指導の内容を、保護者懇談等で説明する。 

 

３ 教職員間の情報交換がしっかりできるよう工夫し、生徒一人ひとりを大切にした教育に全教職員で取り組む。 

（１）生徒一人ひとりを大切にした教育のために、全教職員で各人の事情を尊重し、肯定的態度で接しつつ、その折々の心情を把握することに努める。 

（２）職員会議等の機会のみならず、日常においての情報交換を行い、相談できる機会を持つ。 

（３）教職員間の情報がしっかりできるような工夫として、教育活動における諸々の課題を教職員が孤立して抱え込むことのないように協力する。 

 

【自己評価アンケートの結果と分析・学校評価委員会からの意見】 

自己評価アンケートの結果と分析［令和３年４月実施分］ 学校評価委員会からの意見 

○生徒 

 別紙「生徒に対するアンケート」参照。 

○保護者 

 別紙「保護者に対するアンケート」参照。 

○教職員 

 別紙「本校教職員に対するアンケート」参照。 

 

【分析】 

 ・授業や各種行事等を含む日常の生徒との交流・指導および保護

者との懇談等をもとに、教職員は目標を理解しつつ活動してい

る。 

 ・定期的、臨時的な会議および日常的な意見交換の場において確

認された教職員の認識によれば、重点目標について各教職員の

理解と協力が得られたと思われる。 

 ・前年度に引き続き上記のような取り組みを実行し、その結果は

当年度においても全般的に目標に沿った効果を見ることがで

きたと考えられる。 

 ・前年度の課題となっていた「特別活動」に関しては、コロナの

収束状況が予想できないため、従来実施していた特別活動を行

えるのかどうかの判断のタイミングが難しかった。5 月に実施

していたハイキング、9 月のキャンプ、1 月のスノーボード研

修は実施を見送ることになった。ハイキングとキャンプについ

ては、「新型コロナウィルス感染症対策のための臨時休業の要

請」により、年度始めが2ヶ月遅れになったため、年間行事予

定の改定案を作る時点（5 月中旬）で実施をあきらめた。代替

の行事についても、日程的余裕がなく作り出すことはできなか

った。スノーボード研修については、直前まで実施するかどう

か何度も会議を重ねたが、最終的には実施しないことになり、

参加予定者に対し代替の特別活動（大教室を使ってのゲーム大

会）を考え実施した。「映画鑑賞」「漢字検定」「英語検定」「大

掃除」などの外出を伴わない特別活動に加えて、10月～11月

に実施していた「芋ほり＆みかん狩りハイキング」と１２月の

「アイススケート」は予定通り実施できた。しかしながら、修

学旅行のような位置づけの「キャンプ」「スノーボード研修」

と、年度初めの友達をつくる機会にもなるハイキングが実施で

きなかったことは残念であった。次年度もコロナ禍での学校生

活が予想できるので、従来どおりに実施できなくなるものにつ

いては、できる限り代替の活動を考えられるようであればと考

える。 

 

学校評価委員会実施日：令和 3年 5月 12日～6月 4日（構成委員 6名） 

※新型コロナウイルス感染症対策による緊急事態措置により、意見書と電話会議

等で実施。 

 

１ 自己評価の結果内容が適切かどうか 

   適切である（ ６ ）人・適切でない（ ０ ）人・わからない（ ０ ）人 

 

２ 自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策が適切かどうか 

   適切である（ ６ ）人・適切でない（ ０ ）人・わからない（ ０ ）人 

 

３ 学校の重点目標や自己評価の評価項目等が適切かどうか 

   適切である（ ６ ）人・適切でない（ ０ ）人・わからない（ ０ ）人 

 

４ 学校運営の改善に向けた実際の取組が適切かどうか 

   適切である（ ６ ）人・適切でない（ ０ ）人・わからない（ ０ ）人 

 

【意見】 

・コロナ禍で生徒の感染管理は大変であるが、行事などはできれば行って欲しい。  

・コロナ禍では、全日制と違い通信制であることの強みがある。一方で、今まで

と同様に限られた時間ではあるが、関わりを大切にして欲しい。 

・コロナ禍の課題として、生徒間の交流や新しい生活様式についてあげられるが

今後どのように対応していくか考えなけらばならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２ 本年度の取組内容及び自己評価 

中
期
的 
目
標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

生
徒
一
人
ひ
と
り
と
し
っ
か
り
話
し
合
い
、
各
人
の
目
標
に
応
じ
た
学
習
計
画
に
従
っ
て
指
導
す
る 

（１）各人の目標に応

じた学習計画に基

づいて指導するた

めに、各生徒に自ら

の興味や関心につ

いて意識させ、それ

ぞれの目標を見定

める機会を持つ。 

 

（２）目標に応じた学

習計画を立てるた

めの助言を行い、学

習の動機付けや指

導の指針とする。 

 

 

 

 

 

・継続課題として前年度より「学校づくり、学

習・教科指導の充実についての保護者の認識」

については、引き続き取り組む。 

 

（１） 

・自己評価（教職員）① 

「本校の教育理念および方針に基づいて校

務に取り組んでいる」の肯定的評価が

100％（前年度実績100％）。 

・自己評価（教職員）② 

「時間割や開講科目等、教育カリキュラムを

工夫している」の肯定的評価が100％（前

年度実績 100％）。 

・自己評価（教職員）④ 

「生徒が興味を持って参加できる授業にな

るように工夫している」の肯定的評価が

100％（前年度実績100％）。 

・自己評価(教職員)⑤ 

「生徒の意欲を引き出す取り組みやすいレ

ポートとなるように工夫している」の肯定

的評価が 100％（前年度実績 100％）。 

・学校評価（生徒）① 

「授業に無理なく出席できるよう、時間割が

工夫されている」の肯定的評価が 92.7％

（前年度実績 91.3％）。 

・学校評価（生徒）③ 

「授業は、興味を持って参加しやすいように

工夫されている」の肯定的評価が 93.4％

（前年度実績 90.6％）。 

・学校評価（生徒）④ 

「レポートは、取り組みやすいように工夫さ

れている」の肯定的評価が 90.6％（前年

度実績 92.8％）。 

・学校評価（保護者）② 

「授業は、興味を持って参加しやすいように

工夫されている」の肯定的評価が 80.6％

（前年度実績 84.7％）。 

・学校評価（保護者）③ 

「レポートは、取り組みやすく生徒の意欲を

引き出すよう工夫されている」の肯定的評

価が 83.3％（前年度実績 86.8％）。 

 

（２） 

・自己評価（教職員）③ 

「生徒の状況に応じて学習のサポートをし

ている」の肯定的評価が100％（前年度実

績 100％）。 

・学校評価（生徒）② 

「先生たちは、一人ひとりの状況に応じて学

習のサポートをしている」の肯定的評価が

94.1％（前年度実績 94.9％）。 

・学校評価（保護者）① 

「教員は、生徒一人ひとりの状況に応じて学

習のサポートをしている」の肯定的評価が

89.9％（前年度実績 91.0％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前年度のアンケー

ト結果と比較して、ど

の項目も大きな数値

の変動はなく、今年度

も概ね肯定的評価を

いただいていると判

断でき、学校運営、教

育活動に対し理解を

得ていると評価する。 

 学校評価（生徒）④

「レポートは、取り組

みやすいように工夫

されている」の肯定的

評価が 2.2％減少して

いるが、「よく感じる」

の数値は 2.0％増加し

ているので、引き続き

レポートの内容につ

いて教科担当間でよ

く吟味し工夫を重ね

ていきたい。 

 学校評価（保護者）

②「授業は、興味を持

って参加しやすいよ

うに工夫されてい

る」、③「レポートは、

取り組みやすく生徒

の意欲を引き出すよ

うに工夫されている」

の項目について、肯定

的 評 価 が ② で は

4.1％、③では 3.5％

減少している。しか

し、「あまり感じない」

「まったく感じない」

の否定的評価が２項

目とも０％になって

おり、「よくわからな

い」と回答した保護者

が増ている。これにつ

いてはコロナ禍で登

校機会が少なくなっ

たことや、在校時間が

短くなったことで、教

師と生徒が一緒にレ

ポートに取り組んだ

り勉強したりするよ

うな時間が少なくな

ったため、家庭で生徒

が授業やレポートに

ついて話す機会も少

なくなったのではな

いかと考えられる。 
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を
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、
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生
活
が
心
地
よ
く
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ご
せ
る
よ
う
、
全
教
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員
で
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り
組
む
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（１）各行事における

生徒と教職員、生徒

同士の交流が貴重

な機会という意識

を持って臨む。 

 

（２）基本的生活習慣

の確立を図るにあ

たって、計画的なレ

ポート作成や授業

受講および特別活

動への参加等につ

いての相談に応じ

る。 

 

（３）特別活動などを

通じて人間関係形

成の機会とし、家庭

を含む生活習慣に

関しても助言する。 

 

（４）学校生活が心地

よく過ごせるよう

な配慮として、交流

に際しては、各生徒

が心を開きやすく

楽しい会話ができ

るような雰囲気を

重視する。 

 

（５）校舎や教室の美

化に務め、落ち着い

た学習環境と交流

の場を提供するこ

とに留意する。 

 

（６）生徒一人ひとり

としっかり話し合

うために、生徒との

面談や保護者を交

えた懇談および授

業を含む日常の学

校生活の中での交

流を行う。 

 

（７）いじめや暴力の

ない学校づくり、学

習指導・教科指導の

内容を、保護者懇談

等で説明する。 

・継続課題として前年度より「宿泊研修等の特

別活動への有意義な参加についての生徒の認

識」については、引き続き取り組む。 

 

・特別活動については、活動内容の企画・立案

や生徒参加の留意点等について、慣例的・固

定的なものにこだわることなく、充実したも

のとなるよう努める。 

 

・何よりも「楽しい学校」であるべく工夫し、

各生徒が自らも他からも肯定されることから

始めることによって、自信と将来への希望を

育むことに心がける。 

 

・教育方針や生徒指導等に関しては、懇談の機

会を重視しながら、教育内容に関する各種通

信文書、「いじめ防止基本方針」のＨＰ掲載等

を活用しつつ保護者への周知を進める。 

（１） 
・自己評価（教職員）⑥ 
「生徒が楽しくいきいきと参加できる学校
行事となるよう考えている」の肯定的評価
が 100％（前年度実績 100％）。 

・学校評価（生徒）⑤ 
「特別活動（学校行事）は、楽しくいきいき
と参加できるものになっている」の肯定的
評価が 87.6％（前年度実績 87.7％）。 

・学校評価（保護者）④ 
「学校行事は、生徒が楽しく参加できるよう
考えられている」の肯定的評価が 88.0％
（前年度実績 87.4％）。 

 
（２） 
・自己評価（教職員）⑦ 
「どの学校行事にも生徒が参加しやすいよ
う丁寧に働きかけている」の肯定的評価が
100％（前年度実績100％）。 

 
（３） 
・自己評価（教職員）⑧ 
「生徒の基本的生活習慣の確立につながる
よう学校生活や行事の中で支援している」
の肯定的評価が 100％（前年度実績
94.7％）。 

 
（４） 
・自己評価（教職員）⑨ 
「生徒同士がつながり、学校生活が心地よく
過ごせるよう環境づくりを工夫している」
の肯定的評価が 100％（前年度実績
100％）。 

 
（５） 
・自己評価（教職員）⑩ 
「校舎や教室の美化に努めている」の肯定的
評価が 100％（前年度実績 100％）。 

・学校評価（生徒）⑥ 
「教職員は、安心して過ごせる学校となるよ
うに取り組んでいる」の肯定的評価が
95.6％（前年度実績 96.4％）。 

・学校評価（生徒）⑦ 
「清掃が行き届いている」の肯定的評価が

91.2％（前年度実績 91.4％）。 
・学校評価（保護者）⑤ 
「教職員は、安心して過ごせる学校となるよ
う取り組んでいる」の肯定的評価が
95.9％（前年度実績 97.9％）。 

・学校評価（保護者）⑥ 
「清掃が行き届いている」の肯定的評価が

91.3％（前年度実績 92.4％）。 
 
（６） 
・自己評価（教職員）⑪ 
「生徒ならびに保護者に対して、丁寧に進路
相談や懇談を行っている」の肯定的評価が
100％（前年度実績100％）。 

・学校評価（生徒）⑧ 
「先生たちは、一人ひとりの進路について丁
寧に相談にのっている」の肯定的評価が
91.9％（前年度実績 89.2％）。 

・学校評価（保護者）⑦ 
「懇談や進路相談などが丁寧におこなわれ
ている」の肯定的評価が 98.0％（前年度
実績 97.2％）。 

 
（７） 
・自己評価（教職員）⑫ 
「生徒ならびに保護者に対して、丁寧に情報
を発信している」の肯定的評価が 100％
（前年度実績 100％）。 

・学校評価（生徒）⑨ 
「教職員は、郵送や電話などを通して丁寧に
連絡をしている」の肯定的評価が 94.9％
（前年度実績 97.8％）。 

・学校評価（保護者）⑧ 
「学習計画が立てられるよう、郵送や電話で
の連絡が丁寧におこなわれている」の肯定
的評価が 98.0％（前年度実績 97.2％）。 

 

 学校評価（生徒）⑥、

学校評価（保護者）⑤

の「教職員は、安心し

て過ごせる学校とな

るように取り組んで

いる」の肯定的評価が

それぞれ0.8％、2.0％

と減少していること

については、やはりコ

ロナ禍の中で、学校内

にとどまらず、感染不

安を感じている生

徒・保護者が多いと感

じた。学校として取れ

る対策だけでは不安

を取り除くことはで

きないと思うので、ワ

クチン接種や様々な

政策を含めて感染予

防を進めていくこと

ができればと考えて

いる。 

 学校評価（生徒）⑧

「先生たちは、一人ひ

とりの進路について

丁寧に相談にのって

いる」、学校評価（保

護者）⑦「懇談や進路

相談などが丁寧にお

こなわれている」の肯

定的評価が昨年度よ

り増加しているのは、

「進路は 3年生」とい

う概念を取り払い全

教員で進路指導に取

り組み続けてきてい

る結果だろう。特にア

ンケート対象である

１、２年生の生徒の

「よく感じる」の数値

が74.7％から81.0％

に増加しているのは、

まさしく取り組みの

成果であると考えら

れる。よって次年度に

ついても引き続き取

り組みを進めていけ

たらと思う。 
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報
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っ
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に
工
夫
し
、
生
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人
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り
を
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切
に
し
た
教
育
に
全
教
職
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で
取
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組
む
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（１）生徒一人ひとり

を大切にした教育

のために、全教職員

で各人の事情を尊

重し、肯定的態度で

接しつつ、その折々

の心情を把握する

ことに努める。 

 

（２）職員会議等の機

会のみならず、日常

においての情報交

換を行い、相談でき

る機会を持つ。 

 

（３）教職員間の情報

がしっかりできる

ような工夫として、

教育活動における

諸々の課題を教職

員が孤立して抱え

込むことのないよ

うに協力する。 

・継続課題として前年度より「各教職員間の情

報伝達」については、引き続き取り組む。 

 

・各教職員間においては、適切な個人情報の保

護に配慮しつつ、できるだけ開放的な情報環

境の構築に努め、各種行事の内容・日程およ

び校務運営全般の企画・調整、教育課程検討、

生徒指導指針、人権教育をはじめとする各種

研修、進路指導、カウンセリング、広報活動

等の校務分掌各部の分担業務について、教職

員間での連携・協力を奨励する。 

（１） 

・自己評価（教職員）⑬ 

「生徒とのコミュニケーションを大切にし

た指導を行っている」の肯定的評価が

100％（前年度実績100％）。 

・学校評価（生徒）⑩ 

「先生たちは、生徒とのコミュニケーション

を大切にした指導をおこなっている」の肯

定的評価が 96.3％（前年度実績 97.8％）。 

・学校評価（生徒）⑪ 

「教職員は、生徒が相談しやすい関係づくり 

を心がけている」の肯定的評価が 93.4％

（前年度実績 95.0％）。 

・学校評価（生徒）⑫ 

「この学校に入学してよかったと思う」の肯

定的評価が 94.2％（前年度実績 94.2％）。 

・学校評価（保護者）⑨ 

「教員は、生徒とのコミュニケーションを大

切にした指導をおこなっている」の肯定的

評価が 98.7％（前年度実績 98.6％）。 

・学校評価（保護者）⑩ 

「教職員は、生徒や保護者が相談しやすい関 

係づくりを心がけている」の肯定的評価が

98.7％（前年度実績 99.3％）。 

・学校評価（保護者）⑪ 

「校風・雰囲気がよい」の肯定的評価が

95.3％（前年度実績 97.2％）。 

・学校評価（保護者）⑫ 

「この学校に入学させてよかったと思う」の

肯定的評価が 95.3％（前年度実績

97.9％）。 

 

（２） 

・自己評価（教職員）⑭ 

「学校生活上で問題が起こった場合、その都 

度全員で話し合い、対応している」の肯定 

的評価が 100％（前年度実績 100％）。 

・自己評価（教職員）⑮ 

「生徒についての情報を丁寧に交流し、各個

人に応じた指導を行っている」の肯定的評

価が 100％（前年度実績100％）。 

・自己評価（教職員）⑯ 

「職員会議やその他の会議等は、誰もが発言

できる機会となっている」の肯定的評価が

100％（前年度実績100％）。 

 

（３） 

・自己評価（教職員）⑰ 

「教職員の資質向上につながるような研修の 

 機会を設けている」の肯定的評価が 100％ 

 （前年度実績 100％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校評価（生徒）⑩

「先生たちは、生徒と

のコミュニケーショ

ンを大切にした指導

をおこなっている」の

肯定的評価が 1.5％減

少しているが、「よく

感じる」と応えた生徒

は85.5％から89.0％

と 3.5％増加してい

る。これはコロナ禍で

学校が休校期間とな

った４月、５月の 2カ

月間にも電話やビデ

オ通話等で、どの生徒

とも連絡を取り続け

ていたこと、手紙や通

信等を例年よりも丁

寧に送り続けたこと

で生徒が教員側の姿

勢を感じ取ってくれ

たのではないかと考

えられる。休校期間が

あったからこそ時間

的な余裕が生まれ、取

り組めたこともあれ

ば、日程的な余裕が奪

われ取り組めなかっ

たことの両方がある

一年となった。よっ

て、コロナ禍が収束し

てから活かせる取り

組みを吟味する必要

があると考える。しか

しながら、多くの項目

の肯定的評価が著し

く減少するような結

果にはなっていない

ので、コロナ禍であっ

てもその都度何がで

きるか教職員全員で

議論し取り組んでき

たことがよかったと

思われる。 

次年度も引き続き

コロナの状況がどの

ような場合であって

も、その姿勢で臨めた

らと考える。 

 


